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I 問題と目的
不登校児童生徒の数は2001年の約13万8千人をピークに初めて減少に転じ，その後10年間で
は13万人前後を推移している。その在籍比率（2009）は小学校で0.34％，中学校では2.91％を占め
ている。依然，日本の学校教育における喫緊の課題であることに代わりはない。
保阪（2002）は不登校研究をめぐる課題の一つとして，学校環境に関する実証的研究の不足を指摘
している。例えば，村山内山（1972）は「学校ぎらい」は人口集中が起きている地域に出現率が高
く，過疎地域は低いと報告している。これに対して，古川菱山（1980），渡辺（1992）は，出現率の
高い東京都で調査し，地域環境の変化の大きい地域で出現率が高いことを見いだしている。また，不
登校の出現率には学校差があることが指摘されている（小野，1972;室田ら，1984）。しかし，大規模校
ほど不登校が多いとする結果（浅野，1990）がある一方で，逆に学校規模が小さく，生徒数が少ない
方が不登校が多いという結果（渡辺，1992）もある。
こうした学校環境による不登校の出現率の研究は様々な結果を導き出しているが，一方，同一の学
校における出現率の変化という問題も指摘されている。保阪（2000）は4年間の不登校出現率の変動
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を調べ，長期欠席の多い学校と少ない学校を取り上げて，生徒達の学校生活についてのアンケート調
査を行っている。その結果，長期欠席の多い学校では不登校予備軍やグレーゾーンの生徒が多く，そ
の要因を友人関係や教員との関係に代表される指導体制にあると指摘している。つまり，不登校問題
を学校環境から捉えようとするときには，客観的なデモグラフィック的な要因としての学校環境だけ
ではなく，学校を構成している児童生徒同士の関係や教師との関係，あるいは指導体制や教師の考え
方なども含めた学校環境を視野に入れる必要がある。
また，岸田（2002，2008）は学校の内部から教師が主体的に不登校問題に取り組み，学校環境の改
善によって不登校児童生徒を減少させた事例を報告している。その内容は，教師同士の連携の工夫や
情報の共有のシステム作り，教師の意識改革，保護者との対応の在り方，居場所づくりの工夫，学校
内外の援助資源の有効活用，そして不登校支援を見据えた集団づくりや授業づくりなど，総合的に学
校環境を整えることによって不登校の予防的な支援が可能になり，不登校児童生徒を減少させている。
つまり教師自身が学校環境を改善し，不登校児童生徒への効果的なアプローチを工夫するとともに，
児童生徒を不登校にしないための取り組みが行われた実践報告である。
このように不登校児童生徒の支援を行う教師は，様々な方法で不登校問題に取り組んでいるのであ
ろうが，実際には不登校児童生徒の多い学校と少ない学校があり，また不登校児童生徒を多く抱えて
しまう教師とあまり抱えない教師がいるのも事実である。このように教師は学校環境を改善する立場
にあると同時に，教師自身，あるいは教師の支援の在り方そのものが学校環境であるという見方もで
きるのではないだろうか。
教師による有効な不登校支援については山本（2007）が小中高等学校教師290名を対象に質問紙調
査を行い，不登校児童生徒の各状態に有効な支援方法について分析している。まず不登校状態をとら
える観点として「自己主張」「行動生活」「強迫傾向」「身体症状」の4つを抽出し，測定尺度を作
成した。これを用いて4つの不登校状態に対する教師による有効な支援方法を明らかにするとともに，
教師が行う支援を6カテゴリー，11支援方法に整理している。このように実際の不登校児童生徒を
想起して，教師の視点から有効と考える支援方法を明らかにしたことは，実際に教師がどのような支
援を行っているのかを知る上で大変意義のあることである。
しかし，教師が行う不登校支援はすべてが有効に働いているわけではない。むしろ効果がない支援
を繰り返している可能性もある。時にはそれが逆効果な場合もあるはずである。だからこそ現場の教
師は悪戦苦闘しながら努力を続けているのである。
また，不登校児童生徒の多い学校と少ない学校があるのはなぜか，同一校でもなぜ不登校児童生徒
が増減するのか，効果のない支援を選択したのはなぜか，そこには様々な教師の個人的要素も含めた
子どもを取り巻く要因があるだろう。
そこで本研究では，教師が実際に行っている不登校児童生徒への支援を具体的に把握し，それがど
のような教師によって行われたのかを明らかにしたい。効果がなかった支援や効果がはっきりと確認
できなかった支援も含めて，実際にどのような不登校児童生徒に対して，どのような支援をしたのか
を，具体的に把握すること。そして，その支援を行った教師の特性やその教師の考え方について，詳
細に検討することを目的とする。
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II 方 法
1.調査対象
中部地方のA県の小学校及び中学校の教師18名。詳細はTable1に示すとおりである。
2.調査時期
2008年8月～9月
3.調査手続き
筆者の知り合いの教員やその人から紹介してもらった教員などに調査を依頼し，日時，場所を設定
した上で，個別に半構造化面接を実施した。調査場所は教員が所属する学校，喫茶店，レストラン等。
時間は約1時間50分から4時間30分。
4.調査内容
（1） フェイスシート
年齢，性別，現在勤務校の校種，教職経験年数，主に経験してきた校務分掌役職等，経歴
（教職以外の経歴や研修歴，教職に就いてからの経歴等），語られた不登校支援を行ったときの教職
経験年数と支援の立場，不登校児童生徒の学年，性別。
（2） 不登校支援の経験
「不登校の子どもを支援した事例を1つ，詳しく話してください。」という導入で，不登校支
援の経験を語ってもらった。記録は録音と同時に，話を聞きながら筆者がパソコンでできるだ
け詳しく入力していった。よって記録の文書は逐語録とはなっていない。録音は半数の教師の
み許可された。
（3） 面接内容（半構造化面接）
① 趣旨説明
「学校の先生方が不登校児童生徒への支援をどのように行っているのかを調べています。
先生の支援や指導をできるだけ具体的にお聞かせ下さい。また，先生がそのような支援や指
導を行った理由などもお聞きして，今後の不登校支援のあり方を考えたいと思います。」
② 過去に支援した不登校の事例を1つ想起してもらう
③ その事例について語ってもらう
不登校児童生徒の学年および支援期間，性別，家庭環境，不登校の直接のきっかけ，不登
校状態の時期と期間，支援者の立場（担任等），経過と結果の様相，最も苦労した点等
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Table1 調査対象者の構成
面接時に勤務していた校種および支援した時の立場 職 種 不登校支援時の経験年数
小学校（合計14） 中学校（合計4） 年 男 女 計
学級
担任
学年
主任
特別支援教
育コーディ
ネーター
養護
教諭
学級
担任
養護
教諭 教諭
養護
教諭
1～10
11～20
21～30
31～
2
2
2
0
4
5
3
0
6
7
5
0
男
女
3
7
1
0
0
2
0
1
2
1
0
1
6
10
0
2
計 10 1 2 1 3 1 16 2 計 6 12 18
④ 質問項目（インタビューの中で適宜行った質問）
ａ.どうしてそのような支援をしたのですか
ｂ.その支援は有効でしたか
ｃ.特に有効だった支援は何ですか
ｄ.あなた自身が行った支援で，うまくいかなかった支援は何ですか
ｅ.その児童生徒に対して，他の人からその児童生徒にどのような支援をしてほしかった
ですか
ｆ.支援者であるあなた自身は，周囲からどのような支援を受けていましたか
ｇ.支援者であるあなた自身は，他にどのような支援がほしかったですか
ｈ.学校内外にはどんな援助資源がありましたか
ｉ.不登校の予防的な支援やその学校での取り組みはありましたか
ｊ.現在の児童生徒の様子（分かる範囲で）
ｋ.この事例を振り返って思うことは何ですか
5.分 析
語られた不登校支援の記述から支援の方法を，山本（2007）の不登校状態に有効な教師による支援
の6カテゴリー11支援方法（Table2）によって分類する。11支援方法については次の通りである。
ただし，山本が具体的な支援方法として例示した具体例に，筆者が加筆した部分も含まれる。
① 「関係維持」支援では，家庭訪問や電話をしたり，プリントを届けるなどして，不登校児童生
徒と教師，あるいは子ども同士の関係維持を目的とする。したがって教師が一緒に遊ぶことなど
もこの支援に含まれる。
② 「家庭支援」支援は，保護者や家族の話を聞いて不安を軽減することであるが，実際には家庭
環境に大きな困難を抱えている場合が多く，直接的間接的に家庭そのものを支援する事項も含
める。
③ 「校内援助源」支援は，校内にいるスクールカウンセラー，相談担当者などに援助を要請する
ことである。スクールカウンセラーは校内常駐に限らず，巡回や訪問も含めて，このカテゴリー
に含める。また，相談の専門家に限らず当該の児童生徒にとって援助資源となりうる人はすべて
含まれる。
④ 「別室登校」支援では，一般に相談室や保健室が考えられるが，自分の教室以外の校内にある
別の場所を居場所（安心して活動できると子ども自身が感じた場所）にしていた場合と考えると，研
究室や事務室，校長室など多様な対応が考えられる。ただし，一時的に避難していた場合などは
含まれない。
⑤ 「意欲喚起」支援は，活躍の場を作ったり趣味や夢，進路などの助言をしたりする支援である。
学習面での意欲喚起は，基本的に「学習指導」支援に含め，このカテゴリーからは除く。
⑥ 「児童生徒支持」支援では，不登校児童生徒の不安や焦りなどに耳を傾け，しっかりと話を聞
きながら，情緒的に子どもを支持して安心感を与えることである。
⑦ 「人間関係調整」支援は，友人，教師，家族等との関係調整を行うことである。支援する教師
自身との関係を調整した場合は，教師が意図して行っている場合に限ることとする。
―53―
⑧ 「登校援助」支援は，送り迎えをしたり登校できる状況を作ったりすることである。教師以外
の母親などが送り迎えをする場合も，教師が母親と協議して決めたことである場合には含めるこ
ととした。同様に友だちが迎えに行く場合なども，それを教師側の意図的な支援として行ってい
る場合には含めるものとする。
⑨ 「学習指導」支援は，個別に学習指導をすることであるが，放課後に友だちと一緒に勉強を教
えた場合なども含める。
⑩ 「生活指導」支援は，生活の乱れや校則違反などについて，指導的に助言することである。昼
夜逆転の生活や，家庭での過ごし方などの指導的な事柄が含まれる。保護者に対する間接的な指
導も含まれる。
⑪ 「専門機関連携」支援は，病院，児童相談所等の学校外の専門機関との連携による支援である。
また，効果があった支援のみならず，効果がなかった支援についても分類し，その教師の経歴や教
職経験と併せて不登校支援の特徴を記述する。
III 結果と考察
結果をTable3に一覧表にして示した。教師A（No.1）から教師Q（No.18）まで，面接順に記述
した。全く支援が行われない項目は空欄になっているが，ひとつの項目の中に複数の支援が含まれて
いる場合もある。フェイスシートとは別に 経歴等の欄にはその教師の主な経歴や研修歴，教職の
専門性など，不登校支援の在り方に影響すると思われる事柄を分かる範囲で記した。支援の特徴
の欄は不登校支援の概要とその教師の不登校支援の特徴についての考察や筆者の感想等である。
18の事例は学校種や学年も違い，支援した教師も担任だけではなく学年主任（当該学級以外の担任
でもある），副担任，養護教諭，特別支援教育コーディネーターとその立場は様々である。また，年
齢や教職経験年数も異なっている。不登校児童生徒も小学校低学年から中学生まで様々であり，採用
された支援の方法は事例によって異なってくるのは当然と考えるべきであろう。
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Table2 不登校状態に有効な教師による支援の6カテゴリー11支援方法（山本 2007）
6カテゴリー 11支援方法 支援の具体例
1 家庭連携
① 関係維持 家庭訪問や電話をする，連絡帳プリントなどを届ける
② 家庭支援 保護者や家族の話を聞き，不安を軽減する
2 組織的支援
③ 校内援助源 スクールカウンセラー，相談担当，養護教諭などに援助要請
④ 別室登校 相談室や保健室に居場所づくり，個別の学習室などの設置
3 心的支援
⑤ 意欲喚起 学校で活躍の場づくり，趣味，夢，進路などの助言
⑥ 児童生徒支持 本人の不安や焦りを傾聴する
4 登校支援
⑦ 人間関係調整 本人と友人，教師，家族との関係調整
⑧ 登校援助 送り迎えをしたり，登校できる状況づくり
5 指導的支援
⑨ 学習指導 個別の学習指導
⑩ 生活指導 ルールや校則指導，規則正しい生活指導
6 専門機関連携 ⑪ 専門機関連携 教育センター，適応指導教室，児童相談所，病院等との連携
しかし，その支援がよいと判断して実際に行われるには支援者個人が判断したり，あるいは学年会
や支援チームでの協議などで決定されたりするわけで，少なくともその時点でベストな支援方法と判
断された理由があるはずである。例えば「教師が家庭へお迎えに行って学校へ連れてくる」という
「登校援助」支援は，対象の児童生徒は小学校低学年児童（教師Bと教師Gの事例）もいれば高学年児
童（教師Dの事例）もいるし，中学生（教師Mの事例）の場合もある。つまり「教師がお迎えに行く」
支援は小学校低学年だから有効であるとか，高学年だからその支援を行うべきだとか，中学生だから
そのような支援はおかしいといった判断は，安易に下せないように思われる。
また多くの場合，不登校になる要因，あるいは不登校児童生徒の特性として，「人間関係調整」の
支援が必要になる場合が多い。しかし教師Qの事例のように，部活動でいじめのような事態に遭遇
していても，教師Qは部活顧問の教師と折り合いが悪く，そこに介入できないでいるケースもある。
しかし結果としてこの不登校生徒は1年足らずで登校できるようになるのである。この場合，教師Q
は人間関係に介入できないとしても，例えば学年主任や生徒指導係が調整に乗り出すべきだという考
えは正当であると思われる。それができなかったのは教師Qの被援助志向性（田村石隈，2001）の
低さが原因と捉えるか，お互いに助け合うことができないような非協力的な教師集団だからと捉える
のか，今回の面談の仕方ではそこまで判断することはできなかった。しかしその支援を「どうして行
ったのか」ということと同時に，「なぜその支援を行わなかったのか」にも理由があるはずである。
さらに18人の教師の中には大学院へ進学し，臨床心理学を学んだり学級集団づくりを研究したり
した者も何人かいる。また，自ら進んで学会や研究会に参加するなど，学ぶ意欲の高い教師も多くい
る。これらの教師は心理学的なアセスメントに長けていると思われるが，同じように不登校支援にも
長けているとは限らないのではないだろうか。
このように考えてくると，「担任なのだからお迎えぐらい行かなければ」という考えや「教師がお
迎えするよりも親が連れてくるべき」といった，支援する者の考え方や信念などが，支援方法を決定
している可能性がある。例えば受け持ったときにはすでに不登校状態で，担任としては責任をあまり
感じなくてもよい事例でも，教師Fは「卒業までには何とか登校できるようにしたい」と考え，3年
間にわたって家庭訪問を繰り返し行っている。一方，教師Rは前担任が行っていた支援方法を踏襲
することを基本にして，本人から学校を休みたいという希望があるときには休ませるという方法をと
っている。また，教師Mは休日返上で3年間も家庭訪問を続け，勉強を教えている。一般的には
「何でそこまでするのか」，「そんな自己犠牲を払ってまでやるべきではない」といった声が聞こえて
きそうである。このような判断は教師の信念や考え方（認知）によるところが大きいと思われる。あ
るいは教師の個性とでも言うべきものかもしれない。同じ授業内容を同じ指導方法で教えていても，
必ずその教師らしさがにじみ出るものである。それによって子どもたちの学習意欲が向上したり，学
習集団の特性が変わったりすることはよくあることである。
さらに，ある事例ではこうせざるを得ないといった，支援に選択の余地のない場合もあるだろう。
教師Lの事例では山間の小規模中学校で，教員数はたいへん少ない。そんな中，不登校を理由に転
入してきた女子生徒にとって男性教諭は近寄りがたく，必然的に若い女性教師Lが副担任として関
わることになる。部活動も数えるほどしかないであろう中学校で，自らが顧問を務める吹奏楽部に入
部させ，そこで生徒と関わりの場をつくりながら支援するわけである。このような場合の不登校支援
の決め方は，学校環境や事例そのものの特性に左右されることになる。
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T
a
b
le
3
教
師
18
名
（
教
師
A
か
ら
教
師
Q
）
の
不
登
校
支
援
の
一
覧
教
師
に
よ
る
不
登
校
の
11
支
援
方
法
家
庭
連
携
組
織
的
支
援
心
的
支
援
登
校
支
援
指
導
的
支
援
専
門
機
関
連
携
教
師
被
支
援
児
童
生
徒
①
関
係
維
持
②
家
庭
支
援
③
校
内
援
助
源
④
別
室
登
校
⑤
意
欲
喚
起
⑥
児
童
生
徒
支
持
⑦
人
間
関
係
調
整
⑧
登
校
援
助
⑨
学
習
指
導
⑩
生
活
指
導
⑪
専
門
機
関
連
携
N
o
.
1
教
師
A
小
学
生
・
連
絡
帳
や
電
話
で
学
校
の
様
子
を
母
親
と
よ
く
話
し
た
・
父
親
は
本
人
と
話
が
で
き
ず
，
不
安
を
抱
え
て
お
り
，
来
校
し
て
よ
く
話
し
た
・
家
が
留
守
に
な
る
と
児
童
本
人
が
不
安
に
な
る
の
で
，
懇
談
会
に
欠
席
し
て
も
よ
い
こ
と
を
話
し
た
・
学
年
会
で
毎
回
相
談
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
相
談
し
様
子
を
見
て
く
れ
た
・
学
習
支
援
の
先
生
が
授
業
中
に
支
援
し
て
く
れ
た
・
「
こ
れ
で
い
い
の
？
」
と
言
う
不
安
に
答
え
何
度
も
説
明
し
た
・
担
任
と
交
換
日
記
を
し
，
気
持
ち
が
安
定
し
た
・
友
だ
ち
に
「
嫌
」
と
い
わ
れ
る
と
不
安
に
な
る
の
で
，
間
を
取
り
持
っ
た
・
本
人
を
気
遣
っ
て
く
れ
る
友
人
を
支
援
し
た
・
不
安
定
に
な
っ
た
と
き
は
個
別
に
勉
強
を
教
え
た
・
当
番
の
時
に
固
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
，
動
け
る
よ
う
に
声
掛
け
し
た
・
巡
回
相
談
員
に
相
談
・
大
学
の
相
談
員
に
観
察
依
頼
性
別
女
女
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
35
（
12
）
1～
2
年
支
援
時
34
（
11
）
父
母

病
気
の
弟
保
育
園
の
時
か
ら
不
安
定
経
歴
等

小
学
校
高
学
年
を
経
験
し
て
低
学
年
の
担
任
に
な
っ
た
。

支
援
の
特
徴

完
全
な
不
登
校
で
は
な
く
，
精
神
的
な
不
安
定
に
よ
る
不
登
校
を
予
防
し
た
事
例
。
担
任
と
の
3
年
間
に
わ
た
る
交
換
日
記
に
よ
っ
て
信
頼
関
係
を
築
き
，
安
心
し
て
登
校
・
学
習
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
年
会
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
，
相
談
員
と
の
連
携
に
よ
っ
て
，
よ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
見
立
て
）
が
で
き
て
い
る
。
学
年
会
で
の
共
通
理
解
や
支
え
も
あ
っ
た
が
，
担
任
と
し
て
で
き
る
支
援
と
児
童
が
望
む
支
援
が
マ
ッ
チ
し
た
。
支
援
の
立
場
担
任
N
o
.
2
教
師
B
小
学
生
・
安
心
で
き
る
よ
う
に
手
を
つ
な
い
で
歩
い
た
・
よ
く
話
し
か
け
た
・
友
だ
ち
に
頼
ん
で
プ
リ
ン
ト
を
届
け
た
・
母
親
の
話
を
よ
く
聞
い
た
・
母
親
が
通
っ
て
い
る
精
神
科
の
巡
回
看
護
師
と
担
任
が
意
見
調
整
し
た
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
相
談
し
た
り
学
年
会
で
検
討
し
た
・
参
観
日
に
親
子
で
共
同
工
作
の
授
業
を
し
た
・
始
業
式
に
作
文
発
表
の
学
年
代
表
を
や
ら
せ
た
・
友
だ
ち
に
一
緒
に
遊
ぶ
よ
う
要
請
し
た
・
た
び
た
び
担
任
が
お
迎
え
に
行
き
連
れ
て
き
た
・
児
相
関
係
機
関
と
懇
談
し
た
・
以
前
の
施
設
と
連
携
・
養
護
学
校
相
談
員
に
相
談
し
た
性
別
女
女
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
47
（
26
）
2～
4
年
支
援
時
44
～
46
（
23
～
25
）
施
設
育
ち
で
母
親
と
同
居
と
同
時
に
小
2
で
転
入

経
歴
等

専
門
は
音
楽
。
中
学
校
に
1
校
勤
務
経
験
あ
り
。
あ
と
は
小
学
校
経
験
の
み
。
音
楽
を
中
心
に
し
た
学
級
活
動
を
得
意
と
し
，
い
つ
も
学
級
に
音
楽
が
絶
え
な
い
。
現
職
で
大
学
院
へ
行
き
，
音
楽
教
育
で
修
士
。

支
援
の
特
徴

複
雑
な
家
庭
事
情
を
考
慮
し
て
，
母
親
の
安
定
と
本
人
の
登
校
を
支
援
し
た
事
例
。
男
性
不
信
の
母
親
に
配
慮
し
て
直
接
の
支
援
は
女
性
担
任
（
教
師
B
）
が
行
っ
た
。
親
子
関
係
へ
の
介
入
は
保
健
師
，
以
前
過
ご
し
た
施
設
の
職
員
や
母
親
の
罹
っ
て
い
る
精
神
科
の
看
護
師
な
ど
と
も
多
様
な
連
携
支
援
を
し
て
い
る
。
学
級
内
で
の
支
援
と
家
庭
へ
の
介
入
で
難
し
い
事
例
だ
っ
た
が
，
多
く
の
支
援
者
と
よ
く
連
携
で
き
て
い
る
。
支
援
の
立
場
担
任
N
o
.
3
教
師
C
小
学
生
・
友
だ
ち
を
連
れ
て
家
庭
訪
問
し
て
遊
ん
だ
・
よ
く
話
を
し
た ・
友
だ
ち
と
手
紙
を
交
換
し
た
・
父
親
と
も
よ
く
話
し
た
・
養
護
教
諭
が
母
親
の
話
を
聞
き
，
担
任
に
情
報
を
く
れ
た
・
好
き
な
作
文
，
詩
を
書
か
せ
入
選
し
た
・
行
事
参
加
を
促
し
た
・
友
だ
ち
と
手
紙
を
や
り
と
り
し
て
，
担
任
が
仲
介
し
た
・
賞
状
伝
達
で
登
校
を
促
し
た
が
効
果
が
な
か
っ
た
・
初
め
は
電
話
で
登
校
を
促
し
た
が
効
果
が
な
か
っ
た
・
お
泊
ま
り
会
に
参
加
し
た
が
，
登
校
で
き
ず
・
学
習
プ
リ
ン
ト
を
届
け
た
・
家
が
経
営
し
て
い
る
ロ
ッ
ジ
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
お
姉
さ
ん
に
継
続
し
て
勉
強
を
見
て
も
ら
っ
た
性
別
男
女
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
41
（
17
）
5～
6
年
支
援
時
26
～
27
（
2～
3）
教
師
C
は
4
年
か
ら
継
続
。
休
む
理
由
い
ろ
い
ろ
経
歴
等

小
学
校
で
の
教
職
経
験
の
み
。
途
中
で
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
主
事
を
経
験
。
専
門
は
社
会
科
。

支
援
の
特
徴

い
ろ
い
ろ
理
由
を
挙
げ
て
欠
席
し
，
不
登
校
に
な
っ
た
。
教
師
C
は
本
人
と
の
関
わ
り
は
薄
か
っ
た
が
，
家
（
親
が
経
営
し
て
い
る
ロ
ッ
ジ
）
に
い
る
と
本
人
を
尊
重
し
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
て
，
居
心
地
が
よ
す
ぎ
る
と
思
っ
て
い
る
。
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
や
学
習
を
中
心
に
，
学
校
に
目
が
向
く
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
。
し
か
し
最
後
ま
で
よ
く
分
か
ら
な
い
と
感
じ
た
事
例
の
よ
う
で
あ
る
。
支
援
の
立
場
担
任
―57―
教
師
に
よ
る
不
登
校
の
11
支
援
方
法
家
庭
連
携
組
織
的
支
援
心
的
支
援
登
校
支
援
指
導
的
支
援
専
門
機
関
連
携
教
師
被
支
援
児
童
生
徒
①
関
係
維
持
②
家
庭
支
援
③
校
内
援
助
源
④
別
室
登
校
⑤
意
欲
喚
起
⑥
児
童
生
徒
支
持
⑦
人
間
関
係
調
整
⑧
登
校
援
助
⑨
学
習
指
導
⑩
生
活
指
導
⑪
専
門
機
関
連
携
N
o
.
4
教
師
D
小
学
生
・
担
任
，
教
頭
，
学
年
主
任
が
母
親
の
話
を
聞
い
た
・
養
護
教
諭
や
担
任
に
お
迎
え
に
行
っ
て
も
ら
っ
た
・
保
健
室
登
校
を
さ
せ
た
・
情
障
学
級
で
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
る
・
中
学
ク
ラ
ス
編
成
で
友
だ
ち
と
一
緒
に
し
た
・
対
人
関
係
ゲ
ー
ム
で
関
係
づ
く
り
を
し
た
・
保
健
室
で
友
人
と
給
食
を
食
べ
た
・
担
任
や
養
護
教
諭
が
お
迎
え
に
行
っ
た
が
，
登
校
に
は
至
ら
な
か
っ
た
・
市
の
相
談
員
も
お
迎
え
に
行
っ
た
・
プ
リ
ン
ト
を
届
け
た
・
母
親
が
夜
に
働
い
て
い
た
の
で
昼
夜
逆
転
し
て
お
り
，
改
善
を
指
導
し
た
・
市
の
相
談
員
・
保
健
師
家
庭
訪
問 ・
児
童
相
談
所
と
相
談
し
，
学
校
で
は
手
に
負
え
な
い
と
考
え
，
施
設
に
戻
そ
う
と
し
た
が
，
本
人
が
拒
ん
だ
性
別
男
男
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
48
（
27
）
6
年
支
援
時
48
（
27
）
小
5
で
転
入
。
以
前
は
施
設
入
所
経
歴
等

荒
れ
た
中
学
校
で
生
徒
指
導
主
事
を
経
験
。
小
学
校
経
験
も
多
い
。
集
団
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
，
ソ
ニ
ー
教
育
賞
受
賞
。
大
学
院
で
学
級
集
団
づ
く
り
を
研
究
。

支
援
の
特
徴

母
親
再
婚
に
伴
う
親
子
同
居
で
あ
っ
た
が
，
親
に
養
育
力
が
な
く
，
家
庭
へ
の
介
入
が
必
要
な
事
例
。
父
親
も
若
く
（
母
40
，
父
23
）
支
援
困
難
。
以
前
育
っ
た
施
設
は
本
人
が
拒
み
，
さ
ら
に
支
援
困
難
。
学
年
主
任
（
教
師
D
）
が
交
換
授
業
で
そ
の
学
級
で
友
だ
ち
作
り
の
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
。
担
任
に
よ
る
対
象
児
童
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
り
に
，
学
年
主
任
は
不
適
切
感
を
感
じ
て
い
る
。
学
年
主
任
と
し
て
，
同
学
年
他
学
級
の
不
登
校
児
童
の
支
援
の
あ
り
か
た
に
難
し
さ
を
感
じ
る
が
，
実
際
に
は
多
く
の
現
場
で
起
き
て
い
る
こ
と
で
あ
り
，
参
考
に
な
る
事
例
だ
ろ
う
。
支
援
の
立
場
学
年
主
任
N
o
.
5
教
師
E
小
学
生
・
家
庭
訪
問
し
て
遊
ん
だ
・
友
だ
ち
が
プ
リ
ン
ト
を
届
け
た
・
同
僚
の
先
生
に
相
談
し
，
見
に
来
て
く
れ
た
・
行
事
へ
の
参
加
を
促
し
た
・
学
級
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
友
と
関
わ
れ
る
よ
う
配
慮
・
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
を
や
っ
た
が
本
人
は
く
だ
ら
な
い
と
感
じ
て
い
た
と
思
う
・
教
師
E
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談
し
た
性
別
男
男
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
50
（
27
）
5～
6
年
支
援
時
37
～
38
（
14
～
15
）
行
事
は
出
る
が
学
級
活
動
に
な
じ
め
な
い
経
歴
等

小
学
校
経
験
が
多
い
。
支
援
当
時
，
学
級
に
も
う
一
人
不
登
校
児
童
が
い
て
，
支
援
が
大
変
だ
っ
た
。

支
援
の
特
徴

い
ろ
い
ろ
支
援
し
た
が
卒
業
時
に
「
先
生
何
が
い
け
な
か
っ
た
？
」
と
児
童
に
聞
い
た
ら
，
「
先
生
，
熱
血
だ
か
ら
な
あ
」
と
い
う
返
事
。
こ
れ
に
よ
り
自
分
の
学
級
経
営
を
見
直
し
た
と
い
う
。
多
様
な
学
級
活
動
に
力
を
入
れ
，
そ
れ
が
本
人
に
は
気
に
入
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
後
中
学
，
高
校
と
欠
席
，
登
校
を
繰
り
返
し
，
大
学
医
学
部
在
籍
。
小
学
校
時
代
も
勉
強
は
で
き
た
。
教
師
E
は
積
極
的
不
登
校
と
分
析
し
て
い
た
が
，
自
分
が
不
登
校
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
も
強
か
っ
た
。
父
親
は
医
者
で
教
員
嫌
い
だ
が
，
対
立
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
支
援
の
立
場
担
任
N
o
.
6
教
師
F
小
学
生
・
毎
日
の
よ
う
に
家
庭
訪
問
し
関
係
づ
く
り
と
維
持
に
努
め
た
・
友
だ
ち
が
プ
リ
ン
ト
を
届
け
た
・
母
親
に
S
C
＊
1
に
相
談
す
る
事
を
勧
め
た
が
，
だ
め
だ
っ
た
・
母
親
に
勤
め
に
出
る
こ
と
を
勧
め
，
勤
め
出
す
と
明
る
く
な
っ
た
・
旧
担
任
も
家
庭
訪
問
・
校
長
が
母
親
面
談
・
小
中
連
絡
会
で
報
告
。
中
学
は
家
庭
状
況
に
理
解
な
く
支
援
し
な
か
っ
た
・
運
動
，
ゲ
ー
ム
を
一
緒
に
や
っ
た
・
対
人
関
係
ゲ
ー
ム
を
や
っ
た
が
，
あ
ま
り
楽
し
そ
う
で
は
な
く
，
次
回
は
拒
否
し
た
・
新
教
室
の
訪
問 ・
放
課
後
登
校
で
職
員
室
で
先
生
方
に
あ
い
さ
つ
さ
せ
た
・
教
室
で
母
親
と
3
人
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
・
学
習
プ
リ
ン
ト
を
届
け
た
・
学
習
の
進
み
具
合
を
気
に
し
た
の
で
，
教
室
の
様
子
を
話
し
た
・
適
応
指
導
教
室
に
毎
日
通
い
，
遊
ん
だ
り
学
習
し
た
り
し
た
性
別
男
男
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
40
（
16
）
4～
6
年
支
援
時
33
～
35
（
9～
11
）
母
親
が
う
つ
病
。
兄
姉
も
不
登
校
経
歴
等

発
達
支
援
の
事
例
研
究
会
に
若
い
と
き
か
ら
参
加
し
，
大
学
院
で
は
対
人
関
係
ゲ
ー
ム
に
よ
る
学
級
集
団
づ
く
り
を
研
究
。
小
学
校
経
験
が
多
い
。

支
援
の
特
徴

担
任
に
な
っ
た
時
は
す
で
に
不
登
校
状
態
で
，
4
月
は
毎
日
家
庭
訪
問
を
し
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
り
に
励
み
，
そ
の
後
も
卒
業
ま
で
2
日
に
1
回
は
訪
問
を
続
け
た
。
母
親
が
う
つ
病
で
兄
姉
も
不
登
校
。
卒
業
ま
で
に
は
登
校
さ
せ
た
い
と
強
く
願
う
。
本
人
の
元
気
と
母
親
の
健
康
ま
で
考
え
，
友
だ
ち
と
の
関
係
を
切
ら
せ
な
い
よ
う
に
よ
く
配
慮
し
て
い
る
。
受
け
持
っ
た
と
き
は
不
登
校
に
な
っ
て
い
た
児
童
と
の
3
年
間
の
苦
闘
で
あ
る
。
集
団
づ
く
り
や
学
級
経
営
に
力
を
入
れ
る
教
師
F
と
し
て
は
，
な
ん
と
し
て
も
学
校
復
帰
を
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
と
思
う
。
卒
業
間
際
に
少
し
登
校
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
支
援
の
立
場
担
任
＊
1）
S
C
:
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
―58―
教
師
に
よ
る
不
登
校
の
11
支
援
方
法
家
庭
連
携
組
織
的
支
援
心
的
支
援
登
校
支
援
指
導
的
支
援
専
門
機
関
連
携
教
師
被
支
援
児
童
生
徒
①
関
係
維
持
②
家
庭
支
援
③
校
内
援
助
源
④
別
室
登
校
⑤
意
欲
喚
起
⑥
児
童
生
徒
支
持
⑦
人
間
関
係
調
整
⑧
登
校
援
助
⑨
学
習
指
導
⑩
生
活
指
導
⑪
専
門
機
関
連
携
N
o
.
7
教
師
G
小
学
生
・
友
だ
ち
や
担
任
と
一
緒
に
遊
ん
だ
・
本
人
の
絵
を
褒
め
関
係
づ
く
り
し
た
・
母
親
の
話
を
よ
く
聞
い
た
・
学
年
職
員
が
声
掛
け
・
養
護
教
諭
か
ら
情
報
を
も
ら
い
，
保
健
室
か
ら
教
室
へ
連
れ
て
き
て
く
れ
た
（
保
健
室
に
居
つ
か
な
い
よ
う
に
）
・
別
室
登
校
さ
せ
な
い
よ
う
に
共
通
理
解
し
た
・
絵
を
書
く
の
が
好
き
な
の
で
，
褒
め
た
り
し
て
意
欲
喚
起
し
た
・
対
人
関
係
ゲ
ー
ム
で
関
係
づ
け
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ ・
強
い
子
の
影
響
排
除
・
た
び
た
び
担
任
が
お
迎
え
に
行
っ
た
・
行
事
へ
の
参
加
を
促
し
た
・
登
校
が
少
し
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
，
ト
ー
ク
ン
（
猫
の
シ
ー
ル
）
で
早
起
指
導
し
た
。
し
か
し
母
親
が
実
行
で
き
な
か
っ
た
・
発
達
支
援
の
事
例
研
究
会
で
事
例
を
報
告
し
，
検
討
し
て
も
ら
っ
た
性
別
女
女
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
43
（
20
）
1
年
支
援
時
38
（
15
）
入
学
式
翌
日
か
ら
母
親
同
伴
。
4
人
兄
弟
末
っ
子
経
歴
等

小
学
校
の
み
の
経
験
。
現
職
で
大
学
院
へ
行
き
，
学
級
集
団
づ
く
り
を
学
ぶ
。

支
援
の
特
徴

保
育
園
時
代
か
ら
の
不
登
校
で
，
母
親
と
遅
刻
登
園
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
友
だ
ち
作
り
や
行
事
な
ど
で
少
し
ず
つ
学
校
や
学
級
に
慣
れ
さ
せ
て
い
っ
た
。
4
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
姉
も
不
登
校
で
，
母
親
に
悲
壮
感
が
な
く
，
ほ
と
ん
ど
担
任
一
人
で
対
応
し
て
い
た
。
担
任
は
2
年
次
に
転
勤
の
た
め
担
当
を
離
れ
た
。
支
援
の
立
場
担
任
N
o
.
8
教
師
H
小
学
生
・
特
支
学
級
で
活
動
（
・
担
任
が
家
庭
訪
問
し
て
父
親
と
面
談
。
母
親
は
病
気
）
（
・
担
任
が
毎
日
，
適
応
指
導
教
室
へ
会
い
に
行
っ
た
）
・
担
任
と
一
緒
に
父
親
と
三
者
面
談
・
中
学
校
参
観
に
連
れ
て
行
き
，
不
安
を
取
り
除
い
た
・
自
分
が
担
任
を
す
る
特
支
学
級
で
受
け
入
れ
，
仲
間
と
一
緒
に
活
動
し
た
・
友
だ
ち
を
偶
然
を
装
っ
て
会
わ
せ
た
・
次
第
に
学
級
へ
・
適
応
指
導
教
室
を
勧
め
，
通
い
出
し
た
・
家
庭
相
談
員
，
指
導
員
と
検
討
会
議
・
市
の
教
育
相
談
に
依
頼
し
た
・
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
児
童
相
談
所
性
別
女
男
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
48
（
26
）
5～
6
年
支
援
時
46
～
47
（
24
～
25
）
母
親
は
統
合
失
調
症
。
本
人
は
発
達
障
害
の
疑
い
経
歴
等

小
学
校
で
の
特
別
支
援
学
級
担
任
が
長
い
。

支
援
の
特
徴

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
関
係
者
を
集
め
て
支
援
会
議
を
開
催
し
た
り
，
自
分
が
担
任
を
す
る
情
緒
障
害
学
級
（
特
別
支
援
学
級
）
へ
受
け
入
れ
て
仲
間
と
活
動
を
さ
せ
た
り
し
た
。
家
庭
訪
問
相
談
員
，
適
応
指
導
教
室
，
市
の
教
育
相
談
，
担
任
等
多
く
の
援
助
資
源
を
駆
使
し
て
連
携
し
，
多
様
な
援
助
を
し
て
い
る
。
し
か
し
，
教
師
H
は
自
分
が
支
援
の
中
心
に
な
る
の
で
は
な
く
，
学
年
会
が
主
体
の
支
援
に
し
た
方
が
よ
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
母
親
は
統
合
失
調
症
，
児
童
本
人
も
発
達
障
害
が
疑
わ
れ
，
学
級
・
学
校
だ
け
で
は
困
難
な
事
例
か
も
知
れ
な
い
。
支
援
の
立
場
特
支
＊
2
コ
ー
N
o
.
9
教
師
I
小
学
生
・
担
任
が
プ
リ
ン
ト
を
届
け
た
・
母
親
と
毎
日
話
し
た
・
父
母
同
席
の
支
援
会
議
・
支
援
会
議
の
開
催
・
担
任
，
相
談
室
，
教
頭
等
の
支
援
チ
ー
ム
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
し
た
・
教
頭
が
W
IS
K
を
実
施
し
た
・
相
談
室
と
保
健
室
で
は
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
感
じ
だ
っ
た
・
教
師
I
の
知
障
学
級
に
誘
い
，
そ
こ
で
過
ご
し
た
が
ク
ラ
ス
で
支
配
的
な
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
・
得
意
な
運
動
で
友
だ
ち
と
関
わ
る
よ
う
促
し
た
・
給
食
は
仲
間
の
い
る
教
室
で
食
べ
た
・
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
い
く
つ
も
の
適
応
指
導
教
室
を
紹
介
し
た
が
，
都
合
の
よ
い
と
こ
ろ
へ
行
く
だ
け
・
病
院
で
薬
を
処
方
さ
れ
た
が
副
作
用
で
不
登
校
，
適
応
指
導
教
室
を
紹
介 ・
母
親
S
C
に
相
談
性
別
女
男
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
47
（
25
）
4
年
支
援
時
46
（
24
）
低
学
年
か
ら
休
み
が
ち
。
言
語
性
低
い
。
自
己
中
心
的
経
歴
等

小
学
校
の
特
別
支
援
学
級
担
任
や
特
別
支
援
学
校
の
経
験
が
長
い
。

支
援
の
特
徴

低
学
年
か
ら
休
み
が
ち
。
3
週
間
休
ん
で
支
援
チ
ー
ム
が
出
来
，
そ
の
間
に
母
親
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談
。
発
達
障
害
な
の
か
病
気
な
の
か
怠
学
な
の
か
判
然
と
せ
ず
，
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
苦
労
し
て
い
る
。
学
級
は
い
や
だ
が
校
内
の
他
の
場
所
で
は
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
と
い
う
印
象
な
の
で
，
可
愛
く
思
え
な
い
と
い
う
の
が
支
援
者
の
共
通
の
思
い
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
様
々
な
支
援
者
を
つ
な
ぎ
，
専
門
性
の
高
い
人
材
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
で
き
る
教
頭
等
）
も
い
る
。
父
性
的
な
対
応
が
必
要
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
支
援
の
立
場
特
支
コ
ー
＊
2）
特
支
コ
ー
:
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
―59―
教
師
に
よ
る
不
登
校
の
11
支
援
方
法
家
庭
連
携
組
織
的
支
援
心
的
支
援
登
校
支
援
指
導
的
支
援
専
門
機
関
連
携
教
師
被
支
援
児
童
生
徒
①
関
係
維
持
②
家
庭
支
援
③
校
内
援
助
源
④
別
室
登
校
⑤
意
欲
喚
起
⑥
児
童
生
徒
支
持
⑦
人
間
関
係
調
整
⑧
登
校
援
助
⑨
学
習
指
導
⑩
生
活
指
導
⑪
専
門
機
関
連
携
N
o
.
10
教
師
J
小
学
生
・
家
庭
訪
問
し
た ・
友
だ
ち
が
家
庭
へ
行
っ
て
遊
ぶ
・
中
学
生
の
兄
の
不
登
校
で
苦
し
ん
で
い
る
母
親
の
話
を
よ
く
聞
い
た
・
新
卒
指
導
教
員
に
相
談
・
養
護
教
員
に
相
談
・
時
間
割
を
変
え
て
授
業
に
出
や
す
い
よ
う
に
し
，
参
加
を
促
し
た
・
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
，
中
間
教
室
，
学
校
の
3
つ
か
ら
自
分
の
居
場
所
を
選
択
さ
せ
た
。
（
本
人
は
登
校
を
選
ん
だ
）
・
プ
リ
ン
ト
や
学
校
で
個
別
支
援
し
た
・
朝
起
き
る
よ
う
に
指
導
し
た
性
別
女
女
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
30
（
8）
4～
6
年
支
援
時
22
～
24
（
1～
3）
週
明
け
に
休
み
多
く
，
夏
休
み
明
け
か
ら
不
登
校
経
歴
等

面
接
時
は
育
児
休
業
中
。
新
卒
で
小
学
校
勤
務
し
，
い
き
な
り
不
登
校
支
援
を
経
験
し
た
。

支
援
の
特
徴

教
師
J
は
初
任
で
あ
り
指
導
教
官
が
不
登
校
支
援
の
支
え
に
な
っ
て
い
た
。
兄
の
不
登
校
に
母
親
が
気
を
取
ら
れ
，
本
人
は
学
校
生
活
に
困
難
が
な
く
と
も
休
ん
で
し
ま
う
。
教
師
J
ら
支
援
者
に
は
気
ま
ぐ
れ
で
休
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
，
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
，
適
応
指
導
教
室
，
学
校
へ
の
登
校
を
選
択
さ
せ
，
「
登
校
」
を
選
ば
せ
て
い
る
。
こ
れ
で
実
際
に
登
校
で
き
た
。
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
相
談
員
が
い
る
か
ら
自
分
自
身
も
相
談
で
き
て
よ
か
っ
た
と
い
う
。
父
母
の
在
り
方
な
ど
を
S
C
に
働
き
か
け
て
も
ら
う
こ
と
も
，
今
な
ら
で
き
た
か
も
知
れ
な
い
と
振
り
返
り
，
支
援
の
在
り
方
を
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
支
援
の
立
場
担
任
N
o
.
11
教
師
K
小
学
生
・
関
係
づ
く
り
の
た
め
に
家
庭
訪
問
し
て
遊
ん
だ ・
一
緒
に
リ
コ
ー
ダ
ー
の
練
習
を
し
た
・
夏
休
中
に
家
庭
訪
問
を
し
て
遊
ん
だ
・
教
頭
，
学
年
主
任
に
相
談
・
旧
担
任
に
相
談 ・
学
年
会
で
相
談
・
リ
コ
ー
ダ
ー
を
勧
め
意
欲
，
自
信
を
ひ
き
だ
し
た
・
帰
り
た
い
と
き
に
は
引
き
留
め
ず
に
帰
ら
せ
た
・
初
期
は
「
も
う
少
し
学
校
に
い
た
ら
？
」
と
無
理
強
い
し
た
・
仲
よ
く
つ
き
あ
う
友
だ
ち
を
支
持
し
た
・
班
づ
く
り
で
配
慮
し
た
・
中
学
ク
ラ
ス
編
成
配
慮
・
母
親
に
送
っ
て
も
ら
っ
た
・
プ
リ
ン
ト
で
添
削
し
た
・
家
の
手
伝
い
を
さ
せ
る
よ
う
校
長
に
言
わ
れ
，
母
親
や
本
人
に
指
導
し
た
性
別
女
女
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
45
（
22
）
4
年
支
援
時
29
（
6）
1
年
生
か
ら
母
子
分
離
不
安
で
休
み
が
ち
。
経
歴
等

公
立
小
学
校
の
教
員
を
10
年
務
め
，
一
旦
退
職
後
非
常
勤
で
学
習
習
慣
形
成
教
員
を
し
て
，
主
に
小
学
校
低
学
年
の
学
習
支
援
に
入
っ
て
い
る
。

支
援
の
特
徴

低
学
年
か
ら
不
登
校
が
続
き
，
4
年
生
で
受
け
持
つ
。
本
人
と
の
関
係
づ
く
り
に
力
を
入
れ
よ
く
遊
ん
で
い
る
が
，
子
ど
も
同
士
の
関
係
づ
く
り
と
専
門
家
へ
の
相
談
が
足
り
な
か
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
し
か
し
S
C
導
入
前
の
不
登
校
支
援
で
，
担
任
が
抱
え
て
支
援
す
る
こ
と
が
普
通
の
時
代
で
あ
っ
た
。
校
内
で
の
担
任
へ
の
支
援
は
そ
れ
な
り
に
で
き
て
い
る
。
受
け
持
っ
た
時
点
で
不
登
校
状
態
の
子
ど
も
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か
は
，
ま
ず
担
任
の
支
援
意
欲
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
支
援
の
立
場
担
任
N
o
.
12
教
師
L
中
学
生
・
家
庭
訪
問
や
部
活
で
の
指
導
・
母
親
の
話
を
よ
く
聞
い
た
・
吹
奏
楽
部
に
入
部
を
勧
め
る
・
前
籍
校
と
情
報
交
換
し
た
・
翻
訳
の
夢
語
る ・
吹
奏
楽
部
を
を
勧
め
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
取
り
組
ん
だ
・
友
だ
ち
が
手
紙
を
書
い
た
・
女
子
と
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
立
ち
会
っ
た
・
プ
リ
ン
ト
を
渡
し
た
・
適
応
指
導
教
室
で
英
語
の
勉
強
・
病
院
で
若
年
性
う
つ
病
と
診
断
さ
れ
た
・
母
親
が
S
C
に
相
談
性
別
女
女
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
30
（
7）
3
年
支
援
時
26
（
3）
前
籍
校
で
不
登
校
。
再
起
を
か
け
た
転
校
経
歴
等

専
門
は
音
楽
。
中
学
校
1
校
経
験
。
面
接
時
は
小
学
校
学
級
担
任
。

支
援
の
特
徴

不
登
校
の
た
め
中
3
の
5
月
に
転
入
し
て
き
た
生
徒
の
支
援
。
本
人
は
や
り
直
し
の
気
持
ち
で
1
週
間
登
校
し
た
が
「
疲
れ
た
」
と
欠
席
。
教
師
L
が
顧
問
を
務
め
る
吹
奏
楽
部
入
部
を
勧
め
，
副
担
任
兼
部
活
顧
問
と
し
て
支
援
を
継
続
。
担
任
ら
と
一
緒
に
家
庭
訪
問
を
し
た
り
，
進
路
指
導
を
し
た
り
し
て
い
る
。
対
人
不
安
が
強
く
，
特
に
男
の
先
生
が
苦
手
な
た
め
若
い
女
性
教
師
で
あ
る
自
分
（
教
師
L
）
が
何
と
か
支
援
し
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
で
い
た
。
副
担
任
，
部
活
顧
問
と
い
う
中
学
な
ら
で
は
の
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
活
用
し
て
い
る
。
山
間
地
の
小
規
模
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
支
援
か
も
知
れ
な
い
が
，
そ
れ
し
か
援
助
資
源
が
な
か
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
支
援
の
立
場
副
担
任
部
活
顧
問
―60―
教
師
に
よ
る
不
登
校
の
11
支
援
方
法
家
庭
連
携
組
織
的
支
援
心
的
支
援
登
校
支
援
指
導
的
支
援
専
門
機
関
連
携
教
師
被
支
援
児
童
生
徒
①
関
係
維
持
②
家
庭
支
援
③
校
内
援
助
源
④
別
室
登
校
⑤
意
欲
喚
起
⑥
児
童
生
徒
支
持
⑦
人
間
関
係
調
整
⑧
登
校
援
助
⑨
学
習
指
導
⑩
生
活
指
導
⑪
専
門
機
関
連
携
N
o
.
13
教
師
M
中
学
生
・
毎
週
，
勉
強
を
教
え
に
家
庭
へ
行
っ
て
関
わ
り
づ
く
り
を
し
た
・
母
親
の
愚
痴
を
よ
く
聞
い
た
・
父
は
P
T
A
会
長
で
，
学
校
の
授
業
で
蕎
麦
打
ち
な
ど
を
し
て
く
れ
た
・
教
師
M
が
支
援
会
議
の
ま
と
め
役
だ
っ
た
の
で
，
こ
の
事
例
も
検
討
し
て
い
た
・
教
師
M
の
社
会
科
研
究
室
で
勉
強
を
教
え
た
・
本
人
か
ら
の
話
も
よ
く
聞
い
た
・
本
人
の
様
子
を
学
級
で
話
し
た
り
，
学
級
便
り
で
も
伝
え
，
ク
ラ
ス
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
支
援
し
た
・
朝
，
お
迎
え
を
し
た
・
3
年
間
毎
週
，
日
曜
日
に
家
庭
訪
問
し
て
勉
強
を
教
え
た
性
別
男
女
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
50
（
28
）
1～
3
年
支
援
時
38
～
40
（
16
～
18
）
小
5
か
ら
不
登
校
。
入
学
後
関
係
づ
く
り
か
ら
つ
ま
ず
く
経
歴
等

中
学
校
を
ず
っ
と
経
験
し
て
き
た
。
生
徒
指
導
や
生
徒
会
を
主
に
担
当
。
専
門
は
社
会
科
。
県
教
委
で
生
徒
指
導
担
当
の
指
導
主
事
の
後
，
中
学
校
で
教
頭
。
面
接
時
は
高
校
の
教
頭
。

支
援
の
特
徴

入
学
時
か
ら
の
不
登
校
で
，
3
年
間
毎
週
休
日
に
家
庭
訪
問
を
し
て
学
習
支
援
を
継
続
し
た
。
チ
ー
ム
支
援
が
で
き
て
い
た
中
学
校
だ
そ
う
で
あ
る
が
，
あ
ま
り
に
も
不
登
校
生
徒
が
多
く
，
他
の
先
生
方
に
は
頼
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
教
師
M
は
自
分
の
家
庭
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
休
日
の
学
習
支
援
を
続
け
，
高
校
進
学
が
可
能
に
な
っ
た
。
振
り
返
っ
て
自
分
の
話
も
誰
か
に
聞
い
て
も
ら
い
た
か
っ
た
と
言
う
が
，
荒
れ
た
不
登
校
生
徒
の
多
い
中
学
校
で
，
チ
ー
ム
支
援
を
行
う
こ
と
の
困
難
さ
を
感
じ
る
。
し
か
し
，
な
ぜ
と
思
う
。
他
の
支
援
方
法
は
な
か
っ
た
の
か
。
支
援
の
立
場
担
任
N
o
.
14
教
師
N
小
学
生
・
家
庭
訪
問
し
て
遊
ん
だ
・
友
だ
ち
が
プ
リ
ン
ト
を
届
け
た
・
母
親
と
面
談
し
た
・
養
護
教
諭
に
相
談
し
た
・
事
務
職
員
が
遊
び
相
手
に
な
っ
て
く
れ
た
・
特
支
担
任
に
言
葉
の
指
導
を
し
て
も
ら
っ
た
・
切
り
絵
や
剣
玉
が
得
意
で
，
よ
く
や
ら
せ
た
・
担
任
に
寄
っ
て
き
た
時
は
よ
く
話
し
た
・
人
と
違
っ
て
い
て
も
い
い
こ
と
を
全
体
指
導
し
た
・
班
づ
く
り
で
配
慮
し
た
・
遊
び
に
よ
く
誘
っ
た
・
母
親
と
一
つ
布
団
で
寝
る
こ
と
を
や
め
る
よ
う
に
指
導
し
た
・
私
服
の
清
潔
を
保
つ
こ
と
と
着
替
え
る
こ
と
を
指
導
し
た
・
児
童
精
神
科
受
診 ・
S
C
，
家
庭
児
童
相
談
員
性
別
女
女
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
41
（
18
）
5～
6
年
支
援
時
40
～
41
（
17
～
18
）
以
前
か
ら
友
達
と
の
関
わ
り
が
少
な
く
変
な
子
と
見
ら
れ
る

経
歴
等

現
職
で
大
学
院
の
心
理
臨
床
課
程
で
学
び
，
臨
床
心
理
士
資
格
を
取
得
。
学
年
に
不
登
校
児
童
が
多
く
，
心
理
臨
床
や
教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
学
ぶ
。
小
学
校
の
み
の
経
験
だ
が
，
音
楽
専
科
の
経
験
も
あ
る
。
教
育
相
談
や
生
徒
指
導
の
担
当
が
多
か
っ
た
。
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
兼
ね
て
い
る
。

支
援
の
特
徴

人
と
視
線
が
合
わ
せ
ら
れ
ず
う
ま
く
関
わ
れ
な
い
児
童
の
支
援
。
う
ま
く
走
れ
な
い
な
ど
で
友
だ
ち
か
ら
も
「
お
か
し
な
子
」
と
見
ら
れ
が
ち
。
母
親
も
話
が
支
離
滅
裂
に
な
っ
て
し
ま
い
，
兄
弟
も
不
登
校
な
ど
，
家
庭
支
援
に
も
苦
労
し
て
い
る
。
専
門
性
を
活
か
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
て
い
る
が
，
限
界
を
感
じ
て
い
る
。
教
師
自
身
の
専
門
性
を
活
か
し
た
不
登
校
支
援
が
参
考
に
な
る
。
支
援
の
立
場
担
任
N
o
.
15
教
師
O
中
学
生
・
母
親
と
担
任
と
よ
く
話
し
た
・
担
任
（
初
任
）
は
毎
日
保
健
室
へ
顔
を
出
し
，
母
親
と
本
人
の
信
頼
を
得
て
い
た
・
支
援
会
議
，
生
徒
指
導
，
S
C
，
担
任
，
養
護
教
諭
・
養
護
教
諭
が
保
健
室
登
校
を
勧
め
た
。
（
ひ
ど
い
ア
ト
ピ
ー
と
不
定
愁
訴
が
あ
っ
た
せ
い
か
，
人
に
会
う
こ
と
を
拒
ん
だ
）
保
健
室
内
の
個
室
を
用
意
・
得
意
な
絵
を
教
室
に
掲
示
・
毎
日
数
人
の
友
だ
ち
に
給
食
を
保
健
室
へ
運
ば
せ
た
・
2
年
に
な
っ
て
担
任
が
教
室
へ
促
し
た
が
拒
否
し
た
・
登
山
に
は
教
師
O
と
一
緒
に
登
っ
た
・
保
健
室
で
数
学
の
授
業
を
や
っ
た
・
担
任
が
保
健
室
で
勉
強
を
教
え
た
・
S
C
，
母
，
本
人
相
談
・
S
C
毎
日
F
A
X
で
相
談
・
病
院
を
勧
め
起
立
性
調
節
障
害
と
診
断
さ
れ
た
性
別
女
女
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
43
（
19
）
1～
2
年
支
援
時
32
～
33
（
8～
9）
全
身
の
重
症
な
ア
ト
ピ
ー
。
入
学
し
て
す
ぐ
頭
痛
，
吐
き
気
で
保
健
室
へ

経
歴
等

看
護
師
を
2
年
務
め
，
そ
の
後
保
健
師
を
1
年
経
験
の
後
，
養
護
教
諭
に
な
っ
た
。
看
護
師
や
保
健
師
の
経
験
は
養
護
教
諭
と
し
て
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
た
め
に
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
。
特
に
家
族
を
含
め
た
子
ど
も
の
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
家
庭
や
専
門
機
関
と
の
連
携
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

支
援
の
特
徴

ア
ト
ピ
ー
が
不
登
校
の
原
因
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
，
養
護
の
面
か
ら
高
い
ス
ト
レ
ス
は
や
む
を
得
な
い
と
感
じ
，
全
職
員
納
得
の
も
と
で
保
健
室
登
校
さ
せ
，
養
護
教
諭
中
心
に
支
援
し
て
き
た
事
例
。
専
門
機
関
や
S
C
な
ど
と
も
よ
く
連
携
し
て
い
る
。
し
か
し
自
分
が
他
校
に
転
任
し
て
，
違
う
支
援
タ
イ
プ
の
養
護
教
諭
が
関
わ
っ
た
こ
と
で
高
校
進
学
が
果
た
せ
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
，
自
分
の
支
援
の
在
り
方
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
支
援
の
立
場
養
護
教
諭
―61―
教
師
に
よ
る
不
登
校
の
11
支
援
方
法
家
庭
連
携
組
織
的
支
援
心
的
支
援
登
校
支
援
指
導
的
支
援
専
門
機
関
連
携
教
師
被
支
援
児
童
生
徒
①
関
係
維
持
②
家
庭
支
援
③
校
内
援
助
源
④
別
室
登
校
⑤
意
欲
喚
起
⑥
児
童
生
徒
支
持
⑦
人
間
関
係
調
整
⑧
登
校
援
助
⑨
学
習
指
導
⑩
生
活
指
導
⑪
専
門
機
関
連
携
N
o
.
16
教
師
P
小
学
生
・
母
親
と
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
し
安
心
感
を
も
た
せ
た
・
保
健
室
で
母
親
の
話
を
聞
い
て
支
援
・
母
親
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
や
不
安
を
受
け
止
め
よ
う
と
気
を
配
っ
た
・
家
庭
内
の
相
談
に
も
の
っ
た
・
中
学
と
の
情
報
交
換
・
中
学
の
担
任
を
女
性
に
し
て
も
ら
っ
た
・
担
任
と
一
緒
に
保
健
室
登
校
を
勧
め
，
母
親
同
伴
で
居
場
所
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
・
相
談
室
を
居
場
所
に
し
た
こ
と
も
あ
る
・
将
来
パ
ン
屋
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
活
か
し
，
パ
ン
を
焼
い
て
先
生
方
に
配
っ
た
・
話
し
か
け
の
S
S
T
＊
3
・
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
と
会
わ
せ
よ
う
と
し
て
も
，
母
親
の
都
合
で
予
定
が
す
ぐ
変
更
に
な
っ
て
困
っ
た
・
保
健
室
で
学
習
支
援
（
音
楽
会
の
練
習
，
総
合
学
習
の
発
表
練
習
な
ど
）
性
別
女
女
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
48
（
22
）
4～
6
年
支
援
時
44
～
46
（
18
～
20
）
ク
ラ
ス
替
え
後
に
友
人
と
ト
ラ
ブ
ル
で
不
登
校

経
歴
等

遺
伝
子
工
学
が
学
び
た
く
て
医
療
短
大
へ
進
学
し
，
看
護
師
を
目
指
し
た
が
，
子
ど
も
に
負
担
の
大
き
い
治
療
が
大
変
で
，
養
護
教
諭
を
目
指
し
た
。
公
立
小
中
学
校
で
養
護
教
諭
と
し
て
不
登
校
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
病
院
の
心
療
内
科
の
先
生
の
勉
強
会
に
参
加
し
て
い
る
。
地
域
の
養
護
教
諭
の
勉
強
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
。

支
援
の
特
徴

保
健
室
で
本
人
と
母
親
を
抱
え
，
担
任
と
連
携
し
な
が
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
支
援
し
た
事
例
。
母
親
へ
の
支
援
が
困
難
で
本
人
の
不
登
校
問
題
を
大
き
く
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
，
母
親
の
精
神
的
な
不
安
定
さ
に
振
り
回
さ
れ
，
S
C
な
ど
の
援
助
資
源
の
有
効
活
用
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今
な
ら
母
親
に
対
し
て
専
門
機
関
へ
の
受
診
な
ど
を
勧
め
て
い
る
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
支
援
の
立
場
養
護
教
諭
N
o
.
17
教
師
Q
中
学
生
・
本
人
と
メ
ー
ル
を
や
り
と
り
し
，
関
係
づ
く
り
が
で
き
た
・
プ
リ
ン
ト
を
届
け
た
・
母
親
か
ら
の
メ
ー
ル
に
は
丁
寧
に
対
応
し
，
何
度
も
や
り
と
り
し
た
・
学
年
会
で
同
僚
に
相
談
し
た
・
担
任
と
同
じ
趣
味
を
メ
ー
ル
で
話
し
た
・
教
師
Q
が
顧
問
を
務
め
る
部
活
で
意
欲
喚
起
・
適
応
指
導
教
室
を
勧
め
る
性
別
男
男
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
46
（
24
）
1
年
支
援
時
43
（
21
）
部
活
で
の
友
人
関
係
，
父
親
の
過
度
な
期
待
経
歴
等

教
職
経
験
は
中
学
校
の
み
。
専
門
は
技
術
家
庭
科
。
P
C
が
得
意
で
情
報
係
の
経
験
が
多
い
。
小
学
校
の
免
許
は
持
っ
て
い
る
が
経
験
は
な
い
。

支
援
の
特
徴

荒
れ
た
学
級
，
複
数
の
不
登
校
生
徒
を
抱
え
，
大
変
苦
労
し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
こ
の
不
登
校
支
援
事
例
は
教
師
Q
に
と
っ
て
は
「
オ
ア
シ
ス
」
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
理
由
は
，
不
登
校
生
徒
本
人
と
も
そ
の
母
親
と
も
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
，
責
め
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
く
，
共
通
の
趣
味
の
話
で
メ
ー
ル
の
交
換
が
で
き
た
か
ら
。
積
極
的
な
人
間
関
係
改
善
な
ど
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
結
果
的
に
不
登
校
生
徒
も
元
気
に
な
っ
た
。
学
級
経
営
に
苦
手
意
識
を
持
つ
教
師
Q
に
と
っ
て
確
か
に
ク
ラ
ス
は
荒
れ
た
か
も
知
れ
な
い
が
，
こ
の
不
登
校
生
徒
に
と
っ
て
は
教
師
Q
の
支
援
方
法
は
意
味
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
支
援
の
立
場
担
任
部
活
顧
問
N
o
.
18
教
師
R
小
学
生
・
担
任
と
同
じ
テ
レ
ビ
を
観
て
楽
し
ん
だ
（
共
通
の
話
題
が
で
き
た
）
・
連
絡
帳
を
届
け
た
・
家
庭
（
母
親
）
か
ら
の
休
ま
せ
る
申
し
出
を
容
認
し
た
・
前
担
任
に
は
話
を
し
て
相
談
し
た
・
本
人
が
休
み
た
い
と
言
っ
た
と
き
は
休
ま
せ
た
性
別
女
男
年
齢
（
教
職
経
験
年
数
）
面
接
時
46
（
23
）
4～
6
年
支
援
時
37
～
39
（
14
～
16
）
低
学
年
か
ら
た
ま
に
休
む
こ
と
は
前
担
任
も
了
承

経
歴
等

専
門
は
図
工
美
術
教
育
。
中
学
校
で
の
教
職
経
験
は
1
校
の
み
で
美
術
と
国
語
の
教
科
担
任
を
し
て
い
た
。
小
学
校
経
験
が
多
い
。
聾
児
を
受
け
持
っ
た
経
験
が
あ
る
。
面
接
時
は
小
学
校
で
5
年
生
の
学
年
主
任
で
あ
っ
た
。

支
援
の
特
徴

担
任
に
な
っ
た
と
き
に
は
，
前
担
任
と
家
庭
と
の
間
の
約
束
で
た
ま
に
休
ま
せ
る
こ
と
を
認
め
る
状
況
が
で
き
て
い
た
。
そ
れ
で
完
全
な
不
登
校
に
な
ら
な
い
で
い
ら
れ
る
な
ら
よ
し
と
す
る
状
態
が
続
い
た
。
学
校
で
は
問
題
な
か
っ
た
が
，
本
人
は
「
八
方
美
人
的
」
な
の
で
，
疲
れ
る
の
か
な
あ
と
思
っ
て
い
た
ら
し
い
。
母
親
と
前
担
任
の
支
援
方
針
に
し
た
が
い
，
積
極
的
な
支
援
は
行
っ
て
い
な
い
。
支
援
の
立
場
担
任
＊
3）
S
S
T
:
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
IV 今後の課題
このように不登校支援の決定には「教師の認知信念」や「教師の個性」，あるいは「学校環境」，
「事例の固有性」などが関係しているように思われる。しかし，なぜそのような支援に至ったのか，
あるいはなぜその支援をしなかったのか，その決定にまつわる背景や教師の信念などについては詳し
く聞き取れていない。また，その効果についても詳しく聞き取れてない事例が多い。今回の調査を予
備調査として18事例の中からいくつか再面接を行い，具体的な支援方法についてその背景を探るた
めのインタビューを行うことで，不登校支援の様相をさらに詳しく分析する必要がある。
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